




このまちづくりニュースは、平成26年度に行われた駅東ブロック部会の活動内容について掲載しています。
平成26年度のブロック部会に参加できなかった方も、平成27年度は、ぜひご参加ください。

　【第29回ブロック部会の様子】
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平成 26年度は、以下のとおりブロック部会を３回開催し、補助 83号線
沿道のⅠ期区間が進捗する中、中十条三丁目を対象とするⅡ期区間や岸町二
丁目のまちづくりの方向性について話し合いました。また、ＪＲ埼京線の立体
交差化と一体となったまちづくりについて話し合いました。

平成 27年度は、中十条三丁目地区における地区計画の策定、都市防災不
燃化促進事業、住宅市街地総合整備事業（以下、密集事業という）の導入検
討、岸町二丁目における密集事業の導入検討の話し合いを行っていきます。

○都市計画道路補助第８３号線の荒川小学校から環状７号線までの区間において、平成２７年３月１３日に、国土交通省
から都市計画事業の認可を取得し、事業に着手しました。また、十条台小学校から荒川小学校までの区間において、平
成２７年３月２７日に事業期間を延伸（平成３２年３月３１日まで）する変更の認可を取得しました。今後とも引き続き、
事業に関するご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。
○平成２７年４月１日より、事務所の名称、問い合わせ先が変わります。
　【第二市街地整備事務所】所在地　〒１６４－０００１　中野区中野１－２－５

担当　事業課まちづくり推進係　０３－５３８９－８２２９

このニュースは、十条地区まちづくり全体協議会83号線ブロック
（中十条一・二・三・四丁目、岸町二丁目）にお住いの皆さまに配布しています。

事務局：北区役所　まちづくり部　十条まちづくり担当課
北区王子本町１－１５－２２　電話：０３－３９０８－９１６２（直通）
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◇ 第 28 回ブロック部会（H26.10.29)
【議題】
１．補助８３号線沿道（Ⅱ期区間）のまちづくり
について

２．防災まちづくり事業（中十条三丁目・岸町
二丁目）の導入調査について

【報告】
１．補助 83号線の進捗状況について

◇ 第 29回ブロック部会（H26.12.11)
【議題】
１．十条駅付近沿線まちづくり基本計画（案）について

◇ 第 30 回ブロック部会（H27.3.20)
【議題】
１．防災まちづくり事業（中十条三丁目・岸町二丁目）
の導入検討状況について

２．ＪＲ埼京線（十条駅付近）連続立体交差化計画およ
び関連道路（駅東側）等の計画について

中十条三丁目を対象に、補助 83 号線の事
業の推進（都施行）、密集事業や都市防災不燃
化促進事業の導入、地区計画等の指定などを
予定しています。

平成 27年 2月2日・3日に、十条駅付近の連続
立体交差化計画および関連する道路計画の都市計画
素案説明会が開催されたことを受け、第30 回ブロッ
ク部会で説明を行いました。鉄道の計画は、十条駅付
近を中心に約1.5kmの区間を高架化し、6箇所の踏
切を除却し、連続的に立体交差化するものです。
道路の計画は、鉄道の東側に沿って、鉄道付属街路

として防災性向上や駅周辺の道路ネットワーク整備、
歩行空間の確保などのために、新たな主要生活道路
や広場を確保する目的となっていますが、鉄道の連続
立体交差化の工事中は道路用地が仮線用地としても
活用されます。

ブロック部会では『昭和 58 年に区議会が地下化
を決議したのに、なぜ高架なのか』といったご意見が
ありました。これに対して区は『かつて、地下化の決議
がありましたが、直近の区議会の決議（※1）は、全会
一致で「連続立体交差事業が適切な構造形式により、
早期に事業化されるよう、強く求めるものである」と
あります。都市計画の決定権者で事業主体である東
京都の構造形式の選定（※2）については、尊重したい
と考えています。』と説明しました。
※１：平成 26 年６月の北区議会第２定例会における決議
※２：鉄道周辺の地形の条件、除却する踏切の数などの計画的条件、

各構造形式の事業費・事業期間などの事業的条件を基に総合
的に判断し、選定

構造形式 高架化 地下化
地形条件

踏切除却数

事業費

出典：パンフレット「東日本旅客鉃道赤羽線（埼京線）十条駅付近の連続立体交差化計画および関連する
道路計画について」（ただし、一部加工）

【連続立体交差計画の概略図】
【構造形式による比較】注釈※２の補足
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近隣商業地区　　【８３号線沿道地区における都市計画の変更】

　　【地区計画で定める事項】
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平成２６年度に中十条三丁目および岸町
二丁目において、まちづくりに関するアンケ
ート調査を実施いたしました。このたび、アン
ケート調査結果がまとまりましたので、ご報
告いたします。アンケートにご協力いただき、
ありがとうございました。

中十条三丁目のアンケート調査では、地区計画導入を視野にした問いも設けました。その中で「地区計画（※）
によるまちづくりのルールの必要性」という問いに対しては、約７割の人が「必要だと思う」を挙げています。

※地区計画とは 　
まちの状況やまちづくりの目的に応じて、敷地面積の最低限度で、土地の細分化を防止したり、隣地境界線

ギリギリに建物が建てられて、日照や通風が悪化しないように、建物を建てる位置を定めたり、あるいはまちの
環境にふさわしくない建物用途を規制するなど、必要なルールを都市計画法に沿って、定められるものです。

「導入すべき、まちづくりのルール」という問いに対しては、新たな建物用途の制限のほか、概ね半数の人が
防災や住環境を意識し、「ブロック塀の制限」や「家と家との間隔の一定の確保」、「敷地面積の最低限度の基
準の設置」を挙げています。

第 30回ブロック部会において、中十条三丁目地区
を対象とした「地区計画素案」と「都市計画変更素案」
の説明を行いました。

地区計画は中十条一・二丁目地区で既に指定して
おり、定める事項は同様のものとしています（右表の
上段、左側６項目）。

都市計画の変更素案は、補助 83 号線沿道を対象
に、延焼遮断としての機能向上などを目的とした変更
事項としています（右表の下段、左側３項目）。耐火建
築物を誘導するための建築物の構造の制限、延焼遮
断帯として一定の高さを確保するための最低限高度
地区の指定及び高度地区の見直し、容積率や建ぺい
率の緩和等に合わせ
た用途地域、日影規
制の変更などです。

「まちづくりを進めるにあたって必要だと思う取り組み」という問いに対しては、両地区ともに、「緊急車両等
が円滑に進入できる道路整備」と「災害時の安全確保のための狭い道路の改善」を最も多く挙げています。

「日常感じること」という問いに対しては、中十条三丁目地区では、圧倒的多数の人が「商店街の利便性」を
挙げており、概ね半数の人が「静かな環境の良さ」と「狭い道路が多く危険」と「雑然とした密集地」を挙げてい
ます。一方の岸町二丁目地区では、概ね半数の人が「狭い道路が多く危険」と「静かな環境の良さ」と「商店街の
利便性」を挙げています。

「災害発生時の不安」という問いに対しては、両地区ともに、「木造家屋が密集して建ち並んでいること」を最
も多く挙げており（中十条三丁目地区では約 75％、岸町二丁目地区では約 70％）、次いで、「避難時の安全性
や避難自体の難しさ」を挙げています。

【中十条三丁目地区】

【岸町二丁目地区】

【中十条三丁目地区】

【岸町二丁目地区】
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